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11111　まえがき　まえがき　まえがき　まえがき　まえがき
　ヒトの運動は，外界からの光，音，機械的刺激，
化学的刺激などの感覚情報により大きく影響さ
れると考えられる．本研究では，感覚情報の中で
聴覚情報が運動系に与える影響に着目し検討を
行った．先行研究1）において，聴覚刺激が運動野
に与える影響を時系列的に評価し，早期におけ
る最も影響を与える時間（聴覚刺激後約30 ms）
が特定された．今回の実験では，運動皮質に対す
る聴覚刺激の影響を明確化するために，音の周
波数変化に対する影響を運動誘発電位(MEP)を用
いて検討した．

22222　実験方法　実験方法　実験方法　実験方法　実験方法
　被験者被験者被験者被験者被験者：健常な成人男性10名で，実験の目的
と手続きを十分に説明し同意を得て行った．
　運動課題運動課題運動課題運動課題運動課題：被験者には右手の親指と人差し指
でゴルフボールを握ってもらい，右の第一背側
骨間筋（FDI）から記録した筋電図の最大振幅値
の5%で筋収縮を行わせた．その際，被験者はオ
シロスコープ上で筋放電を確認し目標とする5%
の筋電図レベルを維持した．
　聴覚刺激聴覚刺激聴覚刺激聴覚刺激聴覚刺激：聴覚刺激はバースト音を用い，両
耳にヘッドッホンを介して行った．周波数は50，
125，1000，4000，8000 Hzとした．音圧レベル
は，等ラウドネスレベル曲線に基づき1000 Hz -
100 dB の純音と等しいラウドネスレベルになる
ように各周波数毎設定した．
　筋電図筋電図筋電図筋電図筋電図：筋放電は，Ag-AgCl表面電極により
右のFDIより導出し，バンドパスフィルタ10 Hz
～3 kHzで増幅し，A/D変換器を介して，サンプ
リング周波数10 kHzでコンピュータに記録した．
　磁気刺激磁気刺激磁気刺激磁気刺激磁気刺激：経頭蓋磁気刺激（TMS）には，円
形コイルを使用した．コイルの中心は，頭頂部に
置き，上肢支配領域を刺激した．また，コイル電
流は反時計回りに流れる様に設定した．聴覚刺
激を行わない場合のMEPをcontrolとした．聴覚

刺激時のMEPをconditionとし、聴覚刺激とTMS
の刺激間隔は30  msで記録した．conditionは5種
類（50，125，1000，4000，8000 Hz）測定した．
controlは 1回のTMSを、conditionは 1回の聴覚
刺激とTMSの組み合わせを1 trialとした．control
及び各 conditionでのMEPは，10 trials ずつ記録
した．control と 5つの conditionの組み合わせを
ランダムに行った(計60 trials)．解析は，controlと
各conditionのMEPを10回加算平均し，各condition
値を control値で規格化した．

33333　結果及び考察　結果及び考察　結果及び考察　結果及び考察　結果及び考察
　被験者全員の規格化した平均MEP振幅値の周
波数に対する変化を図1に示す．その結果，全周
波数において運動皮質の活動が抑制されており，
周波数が高くなるにつれて，その傾向は大きく
なった．ヒトが最も認識しやすい周波数は4000
Hz前後であるが，ラウドネスレベルを統一した
状態では高周波数になるに従い，聴覚刺激によ
る影響が大きくなることを示唆している．
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図 1　周波数変化に対する運動皮質活動の変化
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